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「子どもたちのさらなる成長を願う５月」
那間小学校 校長 有留雄一郎

新緑が鮮やかな５月。例年より７日，昨年より１２日早い梅雨入り。今年のGWは

新型コロナウイルス感染症が各地に広がり，主要都市の緊急事態宣言の延長も懸念さ

れ，静かな５連休だった。先の見えない状況ではあるが，子どもたちが不安を感じる

ことがないように，気持ちを明るく前向きに，私たちが出来ることを保護者の皆様や

地域の皆様とともに全力で取り組んでいきたい。

この１か月，毎日が日替わりで，目にするもの全てが新しく感じた。その中でも登校時の子ども

たちの立ち止まっての挨拶はここ数年で出来上がったものではなく，これまでの那間小の伝統を感

じた。さらなる子どもたちの成長を願って，那間小の児童及び教職員と一緒に取り組むことは，

「揃える」こと。
「揃える」にはいくつかの意味があるが，「整然と並

べる」「 全体を一つにまとめる」に絞って考えたい。

例えば，「靴箱の靴のかかとを揃えること」
や「トイレのスリッパを揃えること」。自分の
気持ちがガサガサしているとどうしても雑になってしまう。靴のかかとを揃えることで自分の気持

ちを落ち着かせることが出来る。学校や学級のみんなも気持ちよくなる。また次の人が使いやすい

など「思いやりの心」が育つ。小さなことではあるが，コツコツと当たり前のことを当たり前にす

る「凡事徹底」が肝要となる。
２つ目の「揃える」は「向かうべき方向を一緒にすること」。職員の気持ちや考えの中

に「めざす学校像」「めざす子ども像」「めざす教師像」がバラバラであっては学校は成立しない。

これは学級でも同じこと。もちろん十人十色でいろいろな考えがあってかまわない。全ての子ども

や教職員の考えが全て同じとは言わない。だから学級目標を掲げる。学校も学級も大きなベクトル

が必要である。ベクトルを揃えることは，心を落ち着かせることにも繋がっていく。

「全国大会に行きたい」
昔，県北部の中学校で陸上部の顧問をしていたころ，当時の生徒たちから出た言葉。それまで成

績もパッとせず，いつもダラダラしていた生徒たち。大きな目標を揃えた結果，全国大会は行けな

かったが，確実に生徒たち一人一人が成長し，数多くの大会で各種目で入賞したり優勝したりする

ことが出来た。もちろん靴ならべや挨拶は言うまでもない。

ここ那間小の子どもたちには，素晴らしい原石を感じる。子どもたち一人一人が互いに磨き
合い輝けるように，小さなことを子どもたちと教職員と共に積み上げていきたい。
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